
145 

研究分野：環境 
 調 査 研 究 名         環境DNAを用いた侵略的外来種検出法に関する研究 
 研究者名（所属）         
  ※ ○印：研究代表者 

〇中島 淳、金子洋平、石間妙子、須田隆一（環境生物課）、平川周作（水質課） 
  

 本庁関係部・課         環境部・自然環境課 

 調 査 研 究 期 間          令和２年度 －   ４年度  （３年間） 
 
 
 調 査 研 究 種 目         
 

 １．■行政研究    □課題研究 
     □共同研究（共同機関名：        ） 
     □受託研究（委託機関名：        ） 
 ２．□基礎研究   ■応用研究   □開発研究 
 ３．□重点研究      □推奨研究 

福岡県総合計画 
 基本方向：誰もが住み慣れたところで働き、長く元気に暮らし、子どもを安心して産み育てることができる 
 中項目：快適な環境の維持、保全 
 小項目：自然との共生と快適な生活環境の形成 

ワンヘルス実践6つの柱  柱３ 「環境保護」 
福岡県環境総合ビジョン（第
五次福岡県環境総合基本計
画）※環境関係のみ 

  柱 ：自然共生社会の推進 
 テーマ：生物多様性の保全と自然再生の推進 

外部研究資金 □採択（         ） □申請予定（          ）   ■予定なし 

 キ ー ワ ー ド          ①侵略的外来種 ②環境DNA ③外来種対策 ④生物多様性保全 ⑤防除手法     
  研 究 の 概 要         

１）調査研究の目的及び必要性 
  
福岡県では生物多様性戦略第2期行動計画において、侵略的外来種リスト2018を活用した予防的かつ総合的な対策
の推進に取り組んでいる。本戦略においては侵略的外来種の予防的かつ総合的な対策や、生息・生育状況の確認、市

町村と連携した防除支援の進展が挙げられていることから、そのための具体的かつ効率的な新手法の早急な開発が求

められている。このためには、早期の侵入・定着の把握、定期的なモニタリング調査、また多様な主体による取組が

不可欠であるが、特に水生種についてはその捕獲や同定に高い専門的技術が必要であることから課題が多い。本研究

では近年注目されている技術である環境DNAを用いた侵略的外来種の検出法の開発を行う。具体的には水生の侵略的
外来種の遺伝子データベースの構築と、いくつかの種を対象とした検証実験に基づく具体的な調査手法の確立に取り

組む。 
２）調査研究の概要 
   
福岡県侵略的外来種リストに掲載されている水生の外来種のうち、種同定可能な塩基配列が明らかになっているも

のを既存データベース上から調査する。あわせて適宜採集を行い遺伝子解析用標本の作製を行う。次に取得した標本

の遺伝子解析を行い、種同定に必要な塩基配列を確定する。あわせて侵略的外来種の種同定に必要な遺伝子データベ

ースを整備する。最終的には淡水魚類から1～2種、水生植物から1～2種を選定して野外と室内における採水と環境
DNA法による解析を行い、適切に検出・同定できるかを確認する。また、具体的な手法を整理する。 
 
３）調査研究の達成度及び得られた成果（できるだけ数値化してください。） 

〇 国外外来魚13種（スポッテッドガー、ニシキゴイ、キンギョ、キクチヒナモロコ、ソウギョ、カラドジョウ、
タウナギ、カダヤシ、グッピー、ブルーギル、オオクチバス、ナイルティラピア、カムルチー）、国内外来魚6種
（ゲンゴロウブナ、ワタカ、ハス、ビワヒガイ、タモロコ、コウライモロコ）について、標本に紐づいたcytb領域
と12S領域の塩基配列のデータセットを作成した。これは福岡県侵略的外来種リストに掲載されている外来魚16種
類を含む。 

 
〇 ダム湖（油木ダム及び力丸ダム）における4季の環境DNA調査を実施し、前者からは4種、後者からは2種の県 
侵略的外来種リスト掲載種を検出することができた。実際の魚類相データとも整合的であったが、季節ごとのばら 
つきも大きいことから、河川と比べて検出力に違いがあり採水地点を工夫する必要があることがわかった。 
 
〇 那珂川の4地点と矢部川水系二ツ川の3地点における４季の環境DNA調査を実施し、同時に同地点での精度の高
い魚類相リストを作成し比較した。その結果、前者からは3種、後者からは6種の外来種を検出することができた。
実際の魚類相データときわめて整合的で、今回の採水・分析手法で正確に検出できることがわかった。 
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６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 

食品中の残留農薬や難燃剤等の分析法開発や実態調査には高度な技術が必要とされる。本研究の成果は、実態調査

結果や分析手法の獲得と技術の蓄積に寄与した。また、得られた知見については、報告書や学会発表を通じて広く社

会に還元した。今後本県において食品の汚染事例発生時等に活用することが出来る。 

 

７）当該調査研究課題に関する発表等 

 ① 行政に対する情報提供  

・令和２年度、３年度及び４年度：厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業）「食品を介

したダイオキシン類等有害物質摂取量の評価とその手法開発のための研究」 
 分担研究報告書・総合研究報告書「魚介類を主菜とする一食分試料（弁当類）及び魚油を原料とする健康食品から

のハロゲン系難燃剤の摂取量調査」 
 

 ② 県民への情報提供（保環研ニュース・年報・新聞報道等） 

  なし 

 

 ③ 学会誌掲載、学会発表     

【学会誌掲載】 

・Sato T, Tobiishi K, Hori T, Tsutsumi T, Matsui T, Akiyama H: Exposure to hexabromocyclododecanes from 

boxed sushi, Organohalogen Compounds, 82, 121 (2021). 

・Tobiishi K, Sato T, Hori T, Tsutsumi T, Akiyama H: Exposure to polybrominated diphenyl ethers through 

boxed sushi, Organohalogen Compounds, 82, 117 (2021). 

・Sato T, Tobiishi K, Hori T, Tsutsumi T, Matsui T, Akiyama H: Exposure to Halogenated Flame Retardants 

from Fish Oil Supplements, Organohalogen Compounds, 83, 195 (2022). 

 

【学会発表】 

・飛石 和大，佐藤 環，堀 就英，堤 智昭，穐山 浩: 食品中のハロゲン系難燃剤の一斉分析法の検討, 第29回環境

化学討論会（2021.6） 

・Sato T, Tobiishi K, Hori T, Tsutsumi T, Matsui T, Akiyama H: Exposure to hexabromocyclododecanes from 

boxed sushi, 41st International Symposium on Halogenated Persistent Organic Pollutants （2021.11） 

・Tobiishi K, Sato T, Hori T, Tsutsumi T, Akiyama H: Exposure to polybrominated diphenyl ethers through 

boxed sushi, 41st International Symposium on Halogenated Persistent Organic Pollutants （2021.11） 

・佐藤 環, 飛石和大, 堀 就英, 松井利郎, 堤 智昭, 穐山 浩: 市販の調理済み食品（寿司弁当類）からの塩素系難

燃剤デクロラン類の摂取量調査, 第117回食品衛生学会学術講演会 （2021.10）. 

・飛石 和大，佐藤 環，堀 就英，堤 智昭，穐山 浩: 食品中のハロゲン系難燃剤の一斉分析法の検討（２）, 第30

回環境化学討論会（2022.6） 

・佐藤 環, 飛石和大, 堀 就英, 堤 智昭, 穐山 浩, 松井利郎: 市販の調理済み食品（弁当類）からの臭素系難燃剤

ヘキサブロモシクロドデカンの摂取量調査, 第30回環境化学討論会（2022.6） 

・Sato T, Tobiishi K, Hori T, Tsutsumi T, Matsui T, Akiyama H: Exposure to Halogenated Flame Retardants 

from Fish Oil Supplements, 42nd International Symposium on Halogenated Persistent Organic Pollutants （

2022.10） 

・佐藤 環, 飛石和大, 堀 就英, 松井利郎, 堤 智昭, 穐山 浩: 魚介類を主菜とする市販の調理済み食品（弁当類）

からの塩素系難燃剤デクロラン類の摂取量調査, 第118回食品衛生学会学術講演会 （2022.11） 

 

 ④ その他（学会賞の受賞，特許出願）   
  なし 
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〇 県内で外来集団の侵入・定着が確認されている5種類（フナ属、ツチフキ、ゼゼラ、モツゴ、ドジョウ属）に
ついて、標本に紐づいたcytb領域と12S領域の塩基配列データセットを作成した。 
 
〇 外来種タイリクバラタナゴの交雑集団と、在来種ニッポンバラタナゴ純系集団のそれぞれについて採水・分析 
を行ったが、タイリクバラタナゴの検出ができなかった。 

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献  
 外来魚類の侵入・定着状況を早期に把握することが可能となり、健康被害や産業被害を効果的に解決することに

貢献する。また、県侵略的外来種リスト掲載種を対象とした調査も円滑に進めることで環境保全にも貢献する。 
５）調査研究結果の独創性，新規性 
種レベルの検出手法の確立を行うと同時に、一部の種については外来集団の検出に必要な塩基配列データを整備する

ことができた。これにより遺伝的攪乱の現状把握のための調査を進めることが可能となった。 

６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 
県ワンヘルス推進行動計画に明記された「生物多様性に配慮した公共工事の進展」を円滑に進める上で、環境アセ

スメント調査手法としての活用が行われた。 
７）当該調査研究課題に関する発表等 
 
  ① 行政に対する情報提供  
・福岡県筑後農林事務所が実施する水路改修に伴う希少淡水魚類保全を目的とした環境DNA調査において、その調
査地点選定や採水手法について助言を行った。 

 ・大分県日田土木事務所が実施する河川改修に伴う希少淡水魚類保全を目的とした環境DNA調査において、その調
査地点選定や採水手法について助言を行った。 

 ・環境省が実施する国内希少野生動植物種セボシタビラの分布把握を目的とした環境DNA調査において、その調査
地点選定や採水手法について助言を行った。 

 
 ② 県民への情報提供（保環研ニュース・年報・新聞報道等） 
・平川周作・中島 淳（2020）河川水を対象とした環境DNA分析による魚類相調査の可能性．福岡県保健環境研究
所年報，47：62-66． 
・保健環境研究所公式ツイッター（@Fihes_Fukuoka）における環境DNA調査手法や調査風景の紹介（2021年11月30
日、2021年12月10日、2022年8月3日）． 

  
 ③ 学会誌掲載、学会発表     
 ・平川周作・中島 淳・松木昌也・古賀敬興・秦 弘一郎・柏原 学・古閑豊和・石間妙子・金子洋平・宮脇 崇・

志水信弘・松本源生・石橋融子（2022）水生生物の保全に係る水質環境基準の指標となる魚種の生息状況調査にお
ける環境DNA分析の可能性．全国環境研会誌，47：19-24． 
・中島 淳・平川周作（2021）環境DNAを用いた河川魚類相調査について．第47回九州衛生環境技術協議会（オン
ライン）． 
・平川周作・中島 淳・大井和之（2020）九州に生息する純淡水魚を対象とした個体標本にトレーサブルなDNAデ
ータベースの構築 －MiFish領域－．第３回環境DNA学会・第36回個体群生態学会大会合同大会（オンライン）． 

  
 ④ その他（学会賞の受賞，特許出願）   

 日本環境化学会 第30回環境化学技術賞 
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